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板 東 収 容 所 新 聞 『デ イ ・バ ラ ッ ケ 』 の 中 の ド イ ツ
ー『ミンナ・フォン・バルンヘルム』の上演の意義一
垣 本 せつ子＊
第一次世界大戦中、約五千人 のド イツ人が、戦争終結までの四、五年間を日本で過ごした。 中国
の青島で日・英連合軍に敗 れたドイツ帝国軍の捕虜たちである。
捕虜たちは当初、関東以西の12 の地域に分散させられていたが、そこで の収容 は仮 のものであり、
やがて6 つの収容所に500人 から最大1,100人程度 まで入所する。 この統合された収容所 の中で日独
交流史上、最 も有名 なのは徳島県鳴門市 に現在も「ドイツ館」 として跡 をとどめる板東俘虜収容所
である。同収容所は、松山・丸亀・徳島 の三ヵ所にあった仮収容所を統合した もので1917 年4 月に
捕虜受け入れを始め、ベルサイユ条約発効後の1920 年2 月8 日に閉所 された。この地で、ベートー
ベンの「第九」、「第五（運命）」が日本で初 めて演奏され、 その他にも当時、板東の町が捕虜たちを
介して摂取した技術・文化は牧畜・製菓・西洋野菜栽培・建築・音楽・スポーツにまで及んだとい
う。l）収容された俘虜たちの広範囲の活動を可能にした ものは、 当時 の収容所長松江大 佐の寛容 な
態度 と地元の人々のホスピタリティであった とされる。
俘虜たちは通常の戦争捕虜の ように「有刺鉄線で編まれた二重の防御柵で夜 も昼 も歩哨 に守られ、
夜 は照明 が当て られ る」2）不 自然な 生活 をし ていた。こ の収容 所 生活 を内側 から記録し たの が
『ディ・バラッケ（DieBaracke ）』である。これは俘虜によって執筆・編集され、俘虜 を読者 とし
た収容所内新聞であり、ドイツ本国の図書館や赤十字へも送られた収 容所当局公認 のメディアで も
あった。3)
『ディ・バラッケ』は1917 年9 月 から1919 年9 月 まで収容所内の印刷所で印刷された。‘）1918年11
月 の休戦条約後には、俘虜たちは順次解放 されていったので、『ディ・バラッケ』の発行期間は収容
所 の生活が正規に営 まれていたほぼ全期間に渡ると見て良いだろう。 収容所内では同時期 に『日刊
電報新聞』も発行されていた。こちらは日本の新聞に掲載 されたニュースを翻訳紹介し、「ディ・バ
ラッケ」の方は、「有刺鉄線の内側の感動的 な出来事 についての折に触れての発言の場所として、記
憶 する価値があると思われるものを記録する場」であると「創刊 の辞 」の中で位置づけられた。戦
争で傷ついた俘虜たちの心を「感動的な出来事」 を通じて安定させ るこ とが 『ディ・バラッケ』の
狙 いだったといえよう。5)
し かし実際には『ディ・バラッケ』 も収容所内部の出来事 ばかりではなく、戦況分析や時事問題
についての意見を掲載していた。従って編集 も決して容易ではなかったであろうことが想像される。
*東洋大学国際地域学部:FacultyofRegionalDevelopmentStudies,ToyoUniversity





































































































































































）DieBaracke,I,6.1.1918Nr.I5 “StadtundFestungBando"S.I （板東。町と砦）収容所新聞r ディ・バラッ
ケ』は現在三巻にまとめられている。第一巻:1917 年10月－1918 年3 月。第二巻:1918 年3 月－9 月。第三巻:!9|g








）1918 年9 月には板東収容所に1028人収容されていた。7「第九」の里 ドイツ村」41頁。8









）DieBaracke,III,!6.2.1919.Nr.2O,S.451. “WirBandoer". 全体の構成は労働者49人，商人303 人，自由業32 人，
陸軍・海軍99人，官公吏21人，その他515 人となっている。15
















）DieBaracke,I,18.11.1917,Nr.8,S.9. “ZurAufiuhrungderMinnavonBarnhelm" 「に ンナ・フォン・バル
ンヘルムの上演について」）。28
）DieBarache,m 、1919 年9 月号。BuhnenbilderinBando,Saal 及びDasZimmerdesFrauleins.29
）DieBaracke,I.21.10.1917.Nr.4.S.30
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StuckkommteinMajorau βerDienstmitMinna,seinerVerlobten,wiederzusam-men,undimKriegverloreneEhrewirdganzamEndewiederhergestellt.AbernichtnurdasGluckfurdasLiebespaar,sondernauchdieProbleme,dieLessingindiesemStuckaufgriff,warenimLagervonallgemeinemInteresse.BeiLessingsiehtman:wennmansichnachdemKrieginseineangestammteWeltwiedereinlebenwill,mu
βmanseineWertvorstellungenausdemKriegeinmalabstreifenundseinLebenundseineGedankenjenachdem
，waseinemimFriedenbegegnet,korrigie-renkonnen.DieseBotschaftgrundetsichaufLessingsOptiraismus,sichaufeinan-dereinstellenzukonnen,egalObmanPreu
βeOderSachse,MannOderFrau,SoldatOderWirtist.ObwohldieGesellschaftimKriegsgefangenen1agerBandonachdenmilita-rischenRangenhierarchischstrukturiertwar,verbandeinendieAuffuhrungdiesesStiickesmitderdeutschenTraditioninderGeistesgeschichte,dieZersplitterungzuuberwinden,diediedeutscheGeschichtebeschattete.DerVersuchderRedaktionder
“Baracke",EinheitinderVerschiedenheitzusuchen,beruhtaufdemselbenGedankengut.
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